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 触媒量のマンガン錯体 MnBr(CO)5 とモレキュラーシーブ4A存在下、-ケトエステルと２分子

のフェニルアセチレンを反応させたところ、フェニル基がパラ位に置換した四置換ベンゼンが、

位置選択的に高収率で得られた（式1）。1,2 この反応は触媒にレニウム錯体 ReBr(CO)5 を用いて

も進行した。電子求引基や電子供与基のついたアリルアセチレンでも反応は収率よく進行するが、

アルキルアセチレンでは２種類の位置異性体の混合物が得られた。 
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-ケトエステルに代えて 1,3-ジケトンを用いたところ、同様の四置換ベンゼン A に加え、アシ

ル基のない三置換ベンゼン B が得られることがわかった（式 2）。三置換ベンゼン B はアシル基

が酢酸として脱離し生成したと考えている。反応条件を変えることで、それぞれをつくりわける

ことができた。 
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